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東洋食品工業紀夫・東洋食品研究所 研究＃昏暮．軋ほユー1ヰ2（珊2）  

コンプの揮発性ヨウ素化合物の同定とその香訴  

高橋 英史，隅替 栄伸．稲田有美子，森  大我  

Id仙肋也皿中一Ⅵ血伽Co山一o仙血dEombⅦ（血鵬血肝由印p．）  
且ndTb血OdorD感亡dp伽皿  

Hid6hitoThkahashi．HidenobuSumitani  

Yhm政ohadaandDai王OMod  

Kombu（cdiblcJ叩皿CSekelp）is孔W亡1卜kJlOWndietarysourccofiodineand  

isthEfirstr甲打ttOOurknowledgeonth已identific且Iionofth亡YOl且dleioditl阜COmPundsof  

kombu，ThemateT・ialsfl）一（his6叩eriTnentWe（ethr亡ekindsofdriedk亡1p：‘Makombu’  

は即加ロrf（り甲州血A一郎Choug），■Rishirikombu●（上仰山8雨脚h庸m由Miy加〕皿d  

■Mi臨山血iko血bⅥ1（血朋r由肌脚純血職亡1lman）．馳血kombuwa占Wild且ndh析出t由in  

Hokhidoin1999，driedinthesunontheground．1血Iatjle＄Ofkombu・WefeCOllect由using  

dynamicheadspacesampling〔DHS）rELethod．Inaddition，YOlatilモSWereisolat由bythEmethDd  

Dfsim山tan亡OuSd血ilhtionandEXtraC（ionunderreducedpressure（SDE）．vblatil亡且Were  

identifiedbyaGAPillaryGC－MS．Fouriodides〔2rio血propan亡．1TidopropaJte，1－iodopentan亡  

andl－iodQOl：（ane）wer亡isolat由加meachsampl¢byDHS．JTIDHS，thctotAlnuTnbcrof  

identinedYOlatilecompoundsof’M且hmbu’．‘Rishirikomt）u’and‘Mitsuishikombulw耶  

49，47aJld41，reSPCCtively．ThcodordcscriptionofY81atil已COmPOundswasinve且晦atedtJAmg  

GCequippedwithaheadspacesampl亡randasniffingpd，OnlylAiodooctanchdthcodoriJI  

thefhurkin由ofiodides，Theodord底泥nPtlOJlOfl－iodooctanew且S Llikeddedko血buwith  

l帥訂■byG亡一缶ni伍n苫．n亡Odor由紀np血noIsom仁和mpoun血of血id－Mibmbu■w亡re  

（E）－2－hcpt即底l（aImond－1ike），nOnanal（likedriedouterpe亡lofCiETuSLlhshELJ），（E）－2－  

octenal（1ikedEiedkoTT）buwidlSOySauC6）．LE）一2－TIOJICTta］（1ikekombuvithsour）．  

deceE［al〔1ikestockma血fhmkombu）．1TOCt軌－3－Ol〔1ikBdriedkombu），（Eト2－OCt亡nTlro］  

（批亡mu血00mWithc血1S），（幻－2－nOmen－1－d〔IikESdt－SW肝Ip旧亡Ⅳem血ofkomb山．  

Ontheotherhnd．bDthof卜iodoprop抑e且Jld2－iodoprqpaneof且11saJtlPIc＄WerenOti＄Ohted  

bySDE．htheSDEextrBJ：tS，theto（alnum臨rofidmtinedvolatiIecompoundsof■Mako血bu’．  

一Rishrikombll－aJld－Mitsuishikombu’were53．53aJld4＆．r臨peCtively■ThcLoEOdortlr）it  

YaluewaBCilcula（ed丘omth亡COnCenhtioTl孔ndthcodorthresholdvall峠．ThefollowLngYOlatile  

COmPO11rLdsshowedtheLogodorunitl且喝erthat）2inthc’Maknmbul：l－idooctaTIC．nOnanal，  

（創－2－nOmen叶（且ヱト2，6－nOn且di亡nal．1－0亡托n－ユーロ】．（朗一三－nOn亡n－1－01，〔且刀－2，6－  

n（I止血i亡n－1－01，亜虻呵1乱ndβ－iDnOm巳Ⅰ【ks叩pOSed山at山号且mm且Ofl－i血00亡t皿亡i£On亡Of  

themostimportaJttCOmPロnCJltSOfkoJl］btLBfOma・  

往 事詮文は計本食品科・苧工学会誌．Ⅴ01，49．Nq．4．22昌一237（耳氾2）掲載論文を転載Lたものである．   
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馳yw耶旭：bmbu．Makm加住研血血両州血Ar亡証hou由，Ri血誠ko血b廿（山川血甜山  

口血I一肌由MiyabれMi帖血帖kombu止甜l加血Ⅷ間鵬血税脚m血）．i8血晩  

VOl細1亡印l叩8un由，GC－M5i．G⊂一如伍山風由肛由江Iip血n・  

コンプが春草静食品の香気に及ばす影動こりいて検討していたところ，コンプよりヨウ素化合  

物が揮発するのを確認した．若干の知見を得たので報告する．   

コンプ中のヨウ素昏土は別卜づ勒喝／短‖と報告書れでい息．海水中のヨウ素含土は0．鵬8喝／‘封  

のた軌 コンプによるヨウ素の濃縮償軌ま鞄3，000である．日本の成人は．都会中日常家鹿央の  

場合．ヨウ素を0．36－1．蛇噂／日掛堺Lている机そ町約釦髄はコンプとワカメ由来であがl．日  

本ではコンプはヨウ素のよき供給源であるが．世界でヨウ素欠乏の危焼にきら与れているのは邑  

偉ん甲状腺腫患者は2傭人とされでいる4I．丁メリカでのヨウ素の推奨所要tは0．15曙／日射  

である．ヨウ素はコンプ内ではh血t叩娼in亡専の低分子tの有棟化合物とLて存在するとき九る  

が．某体中での生理稜辞は未だ不明な点が多い封．   

ヨウ素は拝浜の香りの一成因ときれる．それ比．藻類に含まれる有機態のヨウ素化合物机細  

菌等の働きにより酸素的分解を受けてヨウ素が遮♯JIきれたり∴褐藻類が生時．気温の高い吼  

または降雨などにより海水塩分僻博まってくるような時，Lばしばヨウ素を海水中に遊離するた  

が1と考えられでいる．しかし．海浜の大泉から摘発性ヨウ素化合物を撼集した報告は見当た  

らない．   

海藻の細昇任鹿別こついては．片山椚の龍換アナアオサ．臨床丁】の揺乱藤沢引の籠乱  

K頑waraら1巾の生コンプ．田村らIt】のアナアオサ，その他か1朴の報告がある航海集からヨ  

ウ素が拝費Lていると町報告は見られない．   

香気成分は．細儲侶成分中のごく微量成分のため．どのようにして自然な贅の香気を取り出す  

か．すなわち牙析に供する香気濃綜勤の調製方法が重要な課環となるt5I．コンプは，乾燥状態で  

室温にて長期間保存されても香気を保持し，常時．香気虐揮発させている．コンプを乾燥状態で  

食することは通常なく．漬物等に添加．出汁，塩見布等の加工食品とLて食す甚机その場合は．  

水分の共存下でコンプの香気は拝尭される．本研究では，コンプの香気の特赦をより知るために．  

Zつの方法で拝東低鹿骨を牙離・濃縮した．   

ダイナミックヘッドスペースサンプリンダ聴〔DHS法）は．試料を破壊することなく．試科  

と平衡関係にある気相にパージガスを吹き込み．掛中の拝発性成分の気化を促L．試料から漂  

う揮発性成分を相集する分析方法で，低沸点鹿凱および他の手法では抽出きれにくい成分の分  

析に有効モある咄．乾燥コンプから立ち昇る春先成分の特融把握のためにD耶法を用いた．  

DHS蛙は試料を構成する化合物由特屈服は向かない．一万．減圧連続蒸留抽出法（麓庄SDE  

勘は，減圧下で蒸留することにより低い温度で揮発性成分町抽出を行え，ほほ閉鎖きれたガラ  

ス春巻内ヤー蓮の捜作を行うので，外部からの異物の混入や拝発性成分の押散を丑小恥こ抑えら  

れ，拝尭世成分の濃縮が寄島である蝿．水分共存下におけるコンプの香気成分の特徴把握のた軌  

減圧SD正珪を市ウた．それぞ九の分離濃腑掛土，キヤピラリー0〔：－M邑で同定・定t舌行っ  

た．   

さらに，龍♯コンプから立ち昇乱香気成分明春甫を甫ぺるた軌 におい嘆ぎ〔OC－Sni航n岳）  

を行った．減圧SDE法で同定さ九た成卦においては．オダーユニットの対数山）g血u鵬）川  

を井出し，コンプの香気に寄与している成分せ推定Lた．   
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稟 ♯ 方 法  

1．稲村料および賦＃   

日本沿岸に分布するコンプ科・コンプ属（ほ種類〕のうち【8）．食品素材としてょく使われる3  

種類のコンプ，すなわち．極く上品な甘味柑Iや風味湘を持ち．出汁用のみならず塩見布の材料拍  

にもなるマコンブ（血加加d血ノ甲州血Ar閉血ou由．甘味はマコンブより＃いが塩味が為り畑．  

蔽は苦み♯のない1劃特有のコケのある帥）出汁が出るので出汁昆布によく使うリシリコンプ  

（h椚加Ⅳ由躍如加由Miyab已）．リシリコンナより甘味が＃く欄やや濁った出汁加がよく出る  

が．煮上がりが早いため素見布によく使われるミツイシコンプ（ヱム〝lf朋r山口曙田山柏崎euⅡ1血）  

計試料に畳んだ．マコンブは北海道南茅部郡の鳥札郡産（自口供）の三等．リシリコンプはその  

中でも特に香りが良いときれる礼文島の香深産の3等，ミツイシコンプはえりも町の歯舞尭の1  

等を用いた．いずれも平鹿11年産の天然物で耽♯撞蘭1年阻倉庫保管古れたものである．   

和光純薬工業（♯）製特級ジクロロメタンを抽出溶媒とLて用いた．住友精化（株ユ高潮属ヘ  

リウムガス亡加和一Uトをダイナミックヘッドスペース成分の捕集およぴO仁一M古畑先に用いた．  

水は鬼純水製連装荘ELGAS7HrUHtユ（Elg且Lldり1月爪モEnd．ロ且．）によっで処理したものを用  

いた．  

2．DH5法による＃発性感分の捕♯と6ローM5への導入   

就科をコンプ葉体から均一に拝現するため．粕谷ら醐の方法に従い鋭利なナイフで各部分を  

切り取った艶．さらに幅3mm・長さ3c皿毒引こ朝潮した．馳ukaら瑚の方法にならい．欄刻韻刑  

30gを内容積約1，000鵬のヘッドスペース採取零宅削こ入れ上場℃の恒温應堀中に30分間放置換，  

高純度ヘリウムを5偶成／血で1，5時河流し．あらかじめ内部標準とLてシクロヘキサノール（1噂  

／舶ジクロロメタン溶液）を孔噌龍加した恥n孤m管亡内径5町長き9血皿，取出XmO．5g  

充填）に拝発性成牙を輔集した．補集後水分除去のため1七n弧m管に同じ流速でヘリウムを15  

升間託した．Tヒnalm管をGC－MSの注入口に装着Lた加熱導入装置に入れ，GC一山S龍蕗に  

荏続L，菰錯中の空気除去咽ため助30分間ヘリウムを流した後，GC一加Sのスタートと同時に  

加熱炉の温度を1分析守200℃まで昇温Lて抽集成分をG亡－M5；に＃入した．加熱導入装置は  

（株〕島津製作所製刑場一3塾を用いた．  

a．液圧5DE法による揮発性成分㊥抽出と濃縮   

細剖試料加gを1，軸の超絶水と共に2⊂川）2g審丸底フラスコに入れS血u】t王ら紺の文献  

通りの寸法に製作Lた減圧連続蒸留抽出装軌こ取り付けた．ヱ戚啓丸底フラスコの一方の臼には  

温度計を取り付けた．抽掛溶媒は1t旧戚容のナス塑フラスコに注入Lたジクロロメタン甜舶を使  

用した．冷却管には－10℃の冷媒を循環させた．蒸留フラスコの温度が鮎℃となったときに減圧  

コックを閉じ．定圧状態で2時間蒸留抽出Lた．抽出藩掛こ内部標準とLてシクロヘキサノール  

（1喝／1舶ジクロロメタン溶液〕を200媚添加乱無水硫酸ナトリウムを加え墟とう．脱水した．  

ダデルナデニッシュ饅儀装堰虐用い鞄5（旧〟gまで濃紺乱 さらに，寒剤 く氷＋食塩）中で，窒素  

をシリンジ針から吹き込んで拘1叩がまで濃萌した．その餌亡をGC－MSに注入Lた．   

4．揮発性成分の分t」圃儒儒よび定暮   

揮発性成分の分＃・同定は以下のシステムで行った．OC－MS：H亡Wl甜Pa亡kむd脚シリー  

ズGCノM旦Dシステム．カラム：DB－W如け＆WS亡iEntj旧亡〕．長さ60m，内在0．25叩．腹厚  

0．拓匹m，溶融シリカキヤビラリーカラム．キャリアーガス：ヘリウム，絶遠乾盟加／紐亡．スプ   
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リブト比：加：1．注入口温度：2醐℃．カラム温克：劇℃，5牙哺保持乱 3℃／血で2柵℃ま  

で昇乱トランスフT－ライン温度：詐0℃．イオン化EI：丁【kV．走査：山／ヱ10－3帆1秒間  

l．58回．   

データ解析およぴライブラリーサーチはH印l亜P此k∬d□l亡血釦且dDⅢS押temにより宥ウた・   

同定作東は．マススペクトルと鼠oY畠帖の保持楯席が標準物資と一賛するかどうかで判肝L  

た．   

走t軋DHS法では．あらかじめ内革標準価シクロヘキサノールを1恵n肌取掛こ壌加して  

おき．高純度ヘリウムを即戚／血で1．5時間通気し，「馳n弧mに吸着きれた量せ感度補正なしで  

求軌サンプル主上で際して含有土とした．強圧St正貨ではシクロヘキサノールを内部標準と  

Lて．感度補正なしで（補正儒教；1）．各成分の含有量を求めた．Z成分同時溶世ゼータはマ  

スタロマトグラフイ一によ中音成分の定量を行った．  

5．■■の鶉走およぴLogロdロrUnltの書出   

濾庄5DE法で同定された成牙の内で，コンプの香気に寄与している成分せ推麿する方法とL  

て，LogOdorU血を用いた．においの開催は測定者によって若干差はあるがほほ一定といわれ  

ている醐ので，従来報告苦れているにおいの閥僅骨用いてh喀OdorU撼tを求めた・1五日ニの  

ものが食品の香りへの寄与率が高いとされる．報告Ⅵ見られない鹿づ如こついては，田村ら11）の  

方法に従い．においの開卓蓉判定Lた．   

6．6仁一与n11附帽   

スタティツタなヘッドスペース掛こぉいて．請条件町最適化を軌1．香気か弱い食品中巾香気  

成分を従来㊥潜備州出キ濃廟法に近いレベルで測定可能となるよう高感度化が達成された抑  

A岳ilent社製ヘッドスペースサンプラーとG亡を租み合わせ，さらに．におい填ぎアダプタを中  

り付けた装置を用いG⊂一組i灼噸を行った．訓戒のヘッドスペースサンプラー用の‾蹄剛酎こI  

菅谷産業【♯）『M一部氾DGミルサーで粉砕Lたコンプ鮎宮元蛾して，セプタムとキャップ骨  

はめタリンパで回生乱ヘッドスペースサンプチ一に装着した．装置は次のょうに設麿Lた・ヘ  

ッドスペースサンナチー：A帥nt7榊，オープン温度：即℃．ループ温度：1軸℃．トランス7  

丁－ライン温度：丑腑℃，温正平衛時阿：15乱GC：A由1亡nt鶴弧披出辞：水素炎イオン化検  

出静．カラム：DB－Ⅶ如【打＆W鮎i印Ii鮎）．長引動乱内径0．茄皿．膜厚0．茄∬m，解散シリカ  

キヤピラリーカラんキャリアーガス：ヘリウム．流速1．OI舶／血．注入口温度：三相℃（パルス  

Fスプリットレス）．カラム温度：胡町，5分側保持乱 3℃／血モ200℃まで昇乱キヤピラリ  

ーカラムの出口をオープン内で2股に牙畦し、一方は水秦炎イオン化検出掛こ，もう一方昧ジー  

ェルサイエンスf株）！削こおい嗅ぎ了ダブサーODロー1くエアーフローコントローラー榊に楼  

続し，拝発牡鹿身の検出超よぴにおい嗅ぎが同時に行え品ようにLた．  

実験艦果および考霹  

l．ロHS法lこよるコンプ中＃離成分 

ロ班放で輔集した拝貴性成分の同定結果塵Teb181に示Lた．3種類のコンプいずれからも  

4種類のヨウ素化合勒が♯集苫払た．すなわち．苫－iodopropanE．1－i血坤rOIほn∈，卜  

i叫ntAhe，1－i血taz）告が就科とLた鞋鹿コンプから揮発Lていること酎株認Lた・   

マコンブでは，右糖類のヨウ素化合軌1碓紫のアルデヒド，13種類の丁ルコー机 7牡類の   
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乱 丁種類のケトン，その他6、成分の合計亜成分が同定せきた．リシリコンプ刊ま奇計47鹿牙軌  

ミブイシコンプで咄合計41威升が同定できた．いずれのコンプも鮮血亡aCid濃度が意も古かゥ  

た．マコンブでは誠威i亡鮎idに次いで1一比t亡n－3－01，（丘卜2－n脚咄－1一¢lの濃度が高かった．   

DHS法官のみ摘果でき，強圧SD丘饉で傭集できなかった成分は．2－i凸dopr叩a加㍉1、一  

拍d叩ー中細¢を含む延べ1丁鹿野だゥた．DH良法は試料から漂う椎柴憧成分せ対儀とL．減圧  

SDE法は試称全体からの水蒸気轟割こよる拝尭性成分を対焉とするた軌同一成分で薗っても  

潤集葛軋る濃度は．2つの方法で異なった．  

呈．＃圧∈旧E法によるコンプの才一発性成分   

減圧SDE法で抽出Lた拝発性成分の同定頼集およぴLoEdormiti・T∈由loZに示Lた，Log  

odqrunitは仁感覚の強度と濃度は直線的閻備にあるとの前提に立っており，あくまでも日蛮に  

すぎない醐が，事報ではこれにてコンプの香気に寄与している成分の推定を行った．   

強圧SD工法では．1－i8dopent8neと1－iodoo亡l血色の三つのヨウ素化合物を同定Lた．2－  

iodt｝Pr8Paneと1－io血propaneは確認きれなかった■強圧SDE法で1－iodopcntaTICと1－  

iodoo亡ta皿¢が同定されたことから．水分共有下においでも，3種類のコンプいずれからもヨウ  

素化合物が揮発することが明らかとなった．   

マコンブでは．2種類のヨウ棄化合軌15種類のアルデヒド，1古株類のアルコール．2種類の  

軋 7種類のケトン．その他9成分の合計点成分が同定できた．マコンブで，L咽頭o一山tが  

1以上のものは．ヨウ素化合物では1－iodo8C旭m亡（2．2）の1庇軋 アルデヒド類ではh比anal  

（1．机h甲t甜慮（1．2），（都一2－h亡pt亡爪al（1．3），nOn且血（2，1）．（創－2－∝t印山（1創．旭ト2－  

T［OnCZ）al〔3．4），（E，Z卜2，6TnOnadi亡n且H3．1〕．β－CyClo亡itraI（1，3），（E）r2rdeccna】（l．7），  

（且丘卜2．4一血亡adi亡n且】（1．3）の10鹿軋 アルコール類では1－OCleロー3一口l（3．6L（且卜2－  

00t甜－1一山（1．5）．（且卜2－nOnen一卜0】は3），（且カー2，6－nOn鵬i印－い01（Z．4）の4成軋 ナ  

ナン類ではdi且Cetyl（8．1ユ．P－ionone（4，6）の王威凱テ1t／／＜ン系炭化水寮ではIimonene  

（1ぷの1成分の合計18成分であった．  

リシリコンアでも1－iodopen【抑亡と1－iddood且neの2種類のヨウ素化合物を同定Lた．それ  

以外の揮発性成釧舶1成分が同定できた．L喝Odoru鵬tが1以上のものは．1－iod抑飽n亡（2．0），  

h亡Ⅹ且n且1（2．2）．h甲臨ml（1．乱〔幻－2一山亡匹亡ml（1．7），nOn肌al（2．3）．（創－2－∝蛤nd（2．れ  

昭一2一口On亡nal（2．机（長刀一朗－nOn由i亡舶1（2．5），β－Cydocit指1（1．4）．旺ト2－d耽Ⅲ山  

（2．2），〔且割一礼4一山Onadi¢n山（3，0）．（且丘卜2，4－d亡Cadi亡n且1（1．6），卜0亡ten－3－Ot（3．2）．  

（幻一2一此t亡n－1－01（1．1】．di且開Iyl帖．軌 β－ionon已（4．7〕．1imon珊亡（1．1）の17成分だった．   

ミブイシコンプでも1－i血op亡n也服と1－i鵬0肛t且咄の2種類のヨウ素化合物を同塵Lた．そ  

九以外の揮発性成分は亜成分ぜ同定できた．L喝Odorunilが1以上のものは，h昧姐由（1．丁）．  

（E）－2－hepterla］（1．2），AOnan注1（1．机（Eト2－0仁tenal（1．5），（EトヱーnOnenal（1．9）．B一  

亡ydo亡it血〔1，4）．（朗－2－d亡托n山（1．1）．（且幻一礼4－d餌adi印由〔1．れ1－OClen－3－01（2．7〕．  

di乱Cetyl旭劇．β－ionqれe（5．0）．1im仙甜亡〔1．封・の合計12成分であった，   

マコンブとリシリコンプでは1－idoo亡一肌eのLog∝bru山lが2以上であることから．コン  

プの香気に対して卜i∝l00Ctan亡は寄与Lているものと推察jれる．   

マコン1と）］シリコンブの香りの違いをLogodorunitで比較すると，（Eト2－nOnCmlと 岨  

功一Z．6－nOn丑山剖Ialではマコンブの方がリシ1Jコンプよ町約1大きかった．（且I一之ーdec亡n出では  

リシリコンブの方が鞄0．5大きかった．岨創－2カーnOn往dien81は．リシリコンナで3．0だゥたが  

マコンブでは確認されなかった．これらは，リシリコンプがマコンブに比べ特有のコクのある出   
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汁を出すということに関係あるかもしれない．マコンブでは2．3の（創－2－nOnⅢ－1－Olはリシリ  

コンブでl加．1で．同じ〈2．4の（五胡一見6－nOn且曲m－1－01はリシリコンプでは確鹿きれなかっ  

た．   

ヨ．ロ亡一与n冊ngによ魯乾♯コン了の薔気に葡萄している成分中書■   

乾燥コンプを武科としてG仁一肌消叫gを実施した．そ叩結果はT曲l83に示した・香調が確  

置きれた鹿升は，マコンブ相成軋リシリコンT14成乱 ミツイシコンプ9鹿骨であった．  

1－iodoocl且ne軋マコンブ，リシリコンプ，ミブイシコンプのいずれのコンプにおいても．  

乾燥コンプと海苔をあわせたような書評であった．  

（幻－2一批t抑山は乾燥コンプと醤油をあわせたような香訴で，旺卜2－nOnモn山は酸味を帯び  

たコンプ棟の香調で．（由一ヱーd郎¢血はコンプ出汁のような書評であった．1－∝t和一3－01ほ乾  

韓コンプ棲の香講であった．（劇－2－nOnEn一卜0＝まコンプの佃煮標の音調であった．   

花びら樺の香調のnonanolとキュウリ様の香前の（名刀・－2，6一山O皿血en－1－01はマコンブのみ  

で確認された．マコンブヤリシリコンナと異なり，ミツイシコンプでは．醒嘩盾帯びたコンプの  

香許の旭卜計no爪印机小麦粉様価香詞の亡且ヱト2．6－n州adi抑止 コンプの佃煮襟香謂の  

〔爵－2一皿On印－1－01が確乾されなかった．   

尭焼結果上り，卜iodo肛【帥Bはコンすの香卦こ対する寄与鹿牙の一つと推察きれる．  
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コンプを提供してくださった段野昆布（株）願に感謝申しあげます．  

要  約   

コンプは、ヨウ素のよき供給源であるが．その揮発性－ヨウ素化合物を同定した報告は見られな  

い．北海道産天然コンプの天日乾燥品であるマコンブ（血雨脚由ノ甲朗由ⅡA間血叫れリシ  

リコンナ（山肌血r由郎由比即由Miy且k），ミツイシコンプ（山〝血血山口曙畑地職ellma山  

を試料とし，それらから漂う揮発性成分はダイナミックヘッドスペースサンプリンダ法（DHS  

法）で．水分共存下で拝発す乳成分は減圧連続蒸留抽出法（液圧SI〕E法1で繍焦し．キヤピラ  

リーG仁一MSで同定Lた．   

DHS法で．3種類のコンプいずれからも卜iodopropa脈．2－iodopmp且ne，1－iodop即血n亡．  

卜iodDOCt肌¢が拝果していることを確認Lた．減圧SDE法で腋．点種類㊥コンプいずれからも  

1－iodoper）t且n巳と1Tiod80CtAneが撞発しでいること酎隠認Lた．乾燥コン1あるいは出汁のよ  

うな水牙共存下のコンプからもヨウ薫化合物が揮発していることが明らかとなった．   

乾燥コンプにおけるGC一痛恨喝の脂鼠1－i8血0亡t卿亡のみ専有が確認書れた．ユ種類のコ  

ンプいずれにおいても卜ねdoo亡tan亡は－乾燥コンプと海苔をあわせたような春評廿であった．  

乾燥マコンブのGC－Sni舵喝にて．爪Omれ0Ⅰは花びら私 娼）－2－∝t珊a＝ま乾牡コンプと醤油せ  

あわせたような．（古トヱーnOn印由は醒味を帯びたコンプ嵐（茸卜望一血亡甜且1はコンす出汁棟，  

1－∝t出一3－01は酷鰻コンプ捷，（創－2－nOnetl一卜olはコンプの佃煮棟，（且カー2β－nOna出亡n－  

1－Olはキュウリ棟の香調であった．   

減圧SDE法で同定された，マコンブの揮発性成分匂うち．オダーユニットの対数が2以上の  

ものは．1piodooctane．non＆r）且l．（Eト2－nOn已naI，（EIZ）－2．6－nOnadienal．1－OC（en－3－01，  

亡昂－ヱーnOn亡n－1－01，（長刀－2．6－nOn山i和一卜oI，曲肛町1，β一iono批であった．  

l－iodooct且n亡はコンプの香気に対する寄与鹿骨の一っと推察される．  
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